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金
沢
区
に
あ
る
並
木
第
3
小

学
校
の
門
を
入
る
と
右
側
に
、

ち
ょ
こ
ん
と
土
俵
が
あ
り
ま
す
ね

　
こ
の
小
学
校
で
は
、
1
0
年
程

前
に
学
校
活
動
の
費
用
と
資
源

回
収
の
古
紙
売
却
代
金
で
、
土

俵
を
買
い
ま
し
た
。
そ
の
他
に

も
飼
育
小
屋
や
コ
ピ
ー
機
な
ど

も
買
い
ま
し
た
。
土
俵
は
今
あ

ま
り
使
っ
て
ま
せ
ん
が
、
年
に

1
回
ぐ
ら
い
は
相
撲
を
や
る
そ

う
で
す
。

　
「
資
源
回
収
を
始
め
た
の
が
、

10

`
1
1
年
前
で
、
当
時
か
ら
こ

う
い
つ
た
活
動
に
は
、
学
校
は

積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
」

と
校
外
委
員
会
の
お
母
さ
ん
と

副
校
長
先
生
。

　
今
で
は
月
2
回
、
回
収
を
行

っ
て
い
て
地
域
の
皆
さ
ん
も
習

慣
つ
い
て
、
集
ま
る
古
紙
の
旦
里

も
平
均
し
て
か
な
り
の
量
が
出

て
い
ま
す
。
　
「
最
近
は
収
集
場

所
に
学
校
用
の
看
板
を
出
さ
な

く
な
っ
た
け
れ
ど
、
皆
さ
ん
日

耐

　　

C
難
犠
，
．
　
鷺

～
金
沢
区
・
並
木
第
3
小
学
校
～

時
が
分
か
っ
て
い
る
み
た
い
。

そ
れ
に
業
者
さ
ん
が
マ
イ
ク
で

放
送
し
て
く
れ
る
の
で
、
分
か

り
や
す
い
み
た
い
で
す
」
と

お
母
さ
ん
た
ち
は
い
い
ま
す
。

　
回
収
業
者
は
最
初
か
ら
組
合

員
の
船
崎
商
事
さ
ん
で
、
校
外

委
員
会
の
委
員
さ
ん
が
新
し
く

な
っ
た
と
き
、
そ
の
他
年
に
何

回
か
船
崎
さ
ん
を
呼
ん
で
回
収

に
つ
い
て
の
説
明
、
古
紙
の
市

況
な
ど
を
話
し
合
っ
て
い
ま
す
っ

　
ま
た
最
近
は
、
資
源
回
収
で

▲これが土俵です。

、

得
た
お
金
（
古
紙
売
却
代
金
と

市
か
ら
の
助
成
金
）
と
委
員
会

の
活
動
費
用
で
物
を
買
う
の
で

は
な
く
、
地
域
の
人
（
資
源
回

収
に
参
加
し
て
い
る
人
た
ち
）

へ
還
元
し
て
い
こ
う
と
い
う
声

が
父
母
会
の
皆
さ
ん
か
ら
出
て

き
て
、
今
年
は
映
画
会
を
行
い

ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
毎
年
、
何
か
し

ら
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
、
地
域

の
皆
さ
ん
に
還
元
す
る
と
い
う

万
法
で
資
源
回
収
な
ど
で
得
た

お
金
を
使
っ
て
い
き
た
い
と
校

外
委
員
の
お
母
さ
ん
と
副
校
長

先
生
が
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
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今
回
の
テ
ー
マ
は
、
布
・
ポ

ロ
類
の
リ
サ
イ
ク
ル
。

　
集
団
回
収
や
フ
ァ
イ
バ
ー
リ

サ
イ
ク
ル
な
ど
か
ら
回
収
さ
れ

た
布
・
ポ
ロ
類
は
＋
ロ
繊
維
を
専

門
に
扱
っ
て
い
る
問
屋
に
運
ば

纏
懸
灘
灘

れ
ま
す
。

　
そ
し
て
こ
れ
ら
を
使
用
目
的

別
に
④
反
毛
材
料
②
ウ
エ
ス
◎

中
古
衣
料
の
3
つ
に
分
け
ま
す
。

　
だ
い
た
い
の
も
の
は
ビ
ニ
ー

ル
袋
に
入
れ
ら
れ
た
り
、
シ
ー

ツ
に
く
る
ま
れ
た
り
、
中
に
は

　
　
　
　
　
　
灘
ボ
ス
ト
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
バ
ッ
グ
な

　
　
　
　
　
　
　
　
ど
に
入
れ

　
　
　
　
　
　
嚢
剛
ら
れ
て
い

　
　
　
　
　
　
一
、
．
る
の
で
最

　
・
初
に
こ
れ

鑛
ら
を
取
り

　
、
除
き
、
さ

・
・
．
灘
ら
に
ベ
ル

灘
瀞
ト
・
ビ
ニ

　
　
ー
ル
製
衣

　
　
料
、
ぬ
い

ぐ
る
み
な
ど
も
取
り
ま
す
。
そ

れ
か
ら
ボ
ロ
は
選
別
台
に
持
っ

て
行
か
れ
、
人
の
手
に
よ
っ
て

ま
だ
十
分
着
ら
れ
る
衣
料
を
中

近
東
、
東
南
ア
ジ
ア
、
ア
メ
リ

カ
方
面
に
輸
出
す
る
た
め
分
類

し
、
5
0
～
6
0
種
類
プ
レ
ス
，
梱

包
さ
れ
ま
す
。
こ
こ
で
は
ず
さ

れ
た
も
の
は
次
の
段
階
で
ウ
エ

ス
・
反
毛
材
料
に
分
け
ら
れ
ま

す
。
木
綿
の
シ
ャ
ツ
な
ど
の
綿

製
品
は
裁
断
さ
れ
て
、
機
械
の

油
ふ
き
用
の
衣
（
ウ
エ
ス
）
と

し
て
製
品
化
さ
れ
ま
す
。
首
回

り
の
伸
び
た
T
シ
ャ
ツ
や
下
着
、

肌
着
類
は
回
収
に
出
さ
ず
に
、

可
燃
ゴ
ミ
と
一
緒
に
捨
て
て
し

ま
う
人
が
ま
だ
ま
だ
多
い
よ
う

で
す
が
、
洗
い
ざ
ら
し
の
木
綿

の
シ
ャ
ツ
な
ど
は
油
水
分
の
吸

収
力
が
よ
く
、
ウ
エ
ス
と
し
て

は
絶
好
の
素
材
で
す
。
最
後
に

中
古
衣
料
に
も
ウ
エ
ス
に
も
で

き
な
い
も
の
が
、
反
毛
材
料
と

な
る
の
で
す
が
、
さ
ら
に
色
別
、

素
材
別
、
用
途
別
に
次
の
よ
う

に
分
け
ら
れ
ま
す
。

・
純
毛
…
白
物
、
色
物
に
分
け
、

綿
状
に
し
毛
糸
材
料
に
さ
れ
る
。

・
純
綿
…
白
物
は
軍
手
な
ど
の

作
業
手
袋
用
、
そ
の
他
は
反
布

や
モ
ッ
プ
用
に
。

・
そ
の
他
…
フ
エ
ル
ト
状
に
し

て
建
設
用
、
車
両
用
断
熱
材
、

各
種
保
温
材
、

梱
包
資
材
、
綿

状
に
し
て
椅
子

や
ぬ
い
ぐ
る
み

な
ど
の
中
入
れ
、

紙
状
に
し
て
防

水
加
工
を
ほ
ど

こ
し
て
屋
根
裏

に
敷
く
ル
ー
フ
甥

イ
ン
グ
な
ど
私
撮

た
ち
の
生
活
の
灘

身
近
な
、
だ
け
欝

ど
あ
ま
り
気
付

か
な
い
と
こ
ろ

で
活
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、

回
収
さ
れ
た
ボ

ロ
は
全
て
無
駄

な
く
再
利
用
さ

れ
る
わ
け
で
す

が
、
い
く
ら
機

械
化
が
進
ん
だ
と
は
い
え
、
ポ

ロ
の
選
別
は
や
は
り
入
の
手
に

よ
っ
て
の
み
で
き
る
仕
事
で
す
。

　
ま
た
こ
こ
数
年
の
急
激
な
円

高
に
よ
っ
て
、
古
繊
維
価
格
の

下
落
、
繊
維
メ
ー
カ
ー
に
よ
る

安
い
輸
入
繊
維
原
料
の
利
用
増

大
、
輸
出
中
古
衣
料
の
価
格
下

落
な
ど
＋
ロ
繊
維
業
界
を
取
り
巻

く
環
境
は
非
常
に
厳
し
い
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
行
政
、
市
民
、

、
懸
椎

弓
縫

爆
磯

業
者
が
も
っ
と
理
解
し
あ
い
、

よ
り
密
接
な
関
係
を
保
っ
て
い

か
な
い
と
古
繊
維
を
は
じ
め
と

す
る
あ
ら
ゆ
る
資
源
の
リ
サ
イ

ク
ル
シ
ス
テ
ム
は
う
ま
く
機
能

し
な
く
な
っ
て
い
く
の
で
す
。

参
考
文
献
・
写
真
▼
地
球
を
汚

さ
な
い
シ
リ
ー
ズ
②
「
愛
し
て

使
っ
て
見
届
け
た
い
リ
サ
イ
ク

ル
布
・
紙
」
自
然
食
通
信
編
集

部
編

・
講
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自然に思いやりを1
再生紙割引セール

私たちの資源圓収で生まれた新聞古紙90％を含んだ薄生紙で鶉

真から地球環境保護にこだわり、白色度を押さえ、水質・大気汚染をなくすよう配慮しました。

再生紙を使うメリットは、省エネルギー・ゴミの減量化・森林保護に役立ち、しかも経済的です6

私達の願いは1つ、地球の未来を考え、住みやすい環境をつくることです。

1．本格的なPPC用紙
　超高速のコピアに必要な特性；を十分に備えた、再生紙

　（90％古紙率）で出来た本格的な情報用紙です。

2．“環境保護の為の再生紙”を真剣に考えました。

　上質古紙を使って作られた再生紙に比べ、新聞古紙を

　主体とした古紙含有率90％の再生紙です。消費エネル

　ギーの軽減や木材資源の有効利用・工業汚染防止など

　エコロジーを真剣に考えて作りました。

3．目に優しい

　上質紙に比べて光の反射が少ないので、眼精疲労；を軽

　減します。

4．押さえられた白さ

　コピアに必要な白色度の限界を追及しました。白くす

　る事は十分可能ですが、回収した新聞古紙の資源とし

　ての有効利用や漂白による薬物汚染を起こさない事を

　基本に置いて白色度70％に抑えました。

5．保存性・耐久性；を考慮し“中性紙”と致しました。

欝　
品

　
　
　
内

　
　
　
　
　
容

要求贔質特悔
1．トナーの転移性や定着性が良いこと

　画像の品質に大きく影響する特性なので、紙の内や表

　面；を処理して環境の変化にも安定して使える様に作り

　ました。　＊用紙の地汚れはトナーの供給量を少なめ

　にすることで解決します。

2．紙粉が少ない事

　機械に悪い影響を与える原因　　なので製紙機械を改

　良（オントップツインワイヤ　　臨することで、紙の

　表面や裁断面からでる微

　；を軽減し、上質紙並に

3．カールが小さい事

　走行性やハンドリン

畿謝要諺
　用紙の耳折れ　　嚇獲

　やジャムの原因にもなる

繊維や内填材

医しました。

平
成
七
年
四
月
十
九
日
（
水
）

「
日
本
経
済
新
聞
」
朝
刊
よ
り
抜
粋

ので、各ハードメーカーの基準内に収めてあります。

商　　品 サイズ 入数 規　　格 5～9ケース 10ケース以上

白色度70％　白 1，780 1，710
A4 2500 カラー：ピンク、イエロー、

@　　グリーン、サーモン 3，120 3，000

白色度70％　白 2，680 2，580新聞古紙90％

Rピー用紙
B4 2500 カラー：（A4）

@　　＋パープル、ブルー 4，680 4，500

B5 5000 白色度70％　白 2，680 2，580

A3 1500 白色度70％　白 2，1：∋0 2，050
β一〇Nハイパーフォーム1511
Rンピュータ用紙

EOOO 白色度60％　白
i新聞古紙83％） 2，450 2，350

＊上記価格は、1回の注文につき各種（各サイ

　ズ）込みの1ケースあたりの価格です。

　★送料無料★消費税別途
＊5ケース未満は送料別途となります。

●配送は、受注後2～3日以内配送致します6
　（土、日除く）

’

　　　　　　　　　　　　　　　　平成7年6月現在
騒総源リサイクル事業協同組合

　　　TEL（045）316－4050
　　　FAX．（045）316－6050



∠会叛グヴイク〃デザ尻ン・第10号1

▼
盒

・
田一

＝
r3．

　　　（平成7年6月現在）
（取引条件により多少の変化はあります。）

品　名 買入金額 業者の売値

新　　聞 1kg　　　O～1円 1kg　　　　　7円
雑　　誌 1kg　　　　　O円 1kg　　　　　2円
段ボール 1kg　　　　　O円 1kg　　　　7～8円
衣類くず 1kg　　　O～1円 1kg　　　　　5円
アルミ缶 1kg　　　5～15円 ＊アルミ缶のみを選別した場合

★この価格は、500kg以上集まる団体に適用されます。（個別

回収は適用外）★業者の売値は、5月25日「日経新聞」より。

「集団回収以外の段ボールの標準回収手数料

★引越しなどは、量にかかわらず1回3000円
★商店・会社等は定期回収500kg以下、1回1000円～2000
　円。500kg以上、3000円以上。但し、段ボールはたたんで
　ストック場所は車両の付けられる場所にストックすること

　を前提とします。（この価格は、組合員が実際頂いている

　回収手数料を、調査したものです。）

驚
飛
　
憲
馨
茎
、
”
轟
轟
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縛
，
、
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譜
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ワ
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今
年
は
雨
か
よ
く
降
り
ま
す
。

庭
や
畑
の
あ
る
人
は
草
か
ど
幻
ど

ん
生
え
て
、
困
っ
た
な
と
思
っ
て

い
る
の
で
は
。
家
の
中
に
も
防
菌
・

防
虫
製
品
か
い
っ
ぱ
い
浸
入
レ
て

き
ま
す
。
表
示
を
よ
く
見
て
、
そ

う
じ
機
の
ゴ
三
パ
ッ
ク
な
ど
何
も

添
加
レ
て
い
な
い
物
を
選
ん
で
く

だ
さ
い
。
そ
う
レ
な
い
と
排
気
か

ら
殺
菌
剤
殺
虫
剤
ガ
ガ
ス
に
な

夏
ニ
グ
，
／

冬！

※夏の日ざしを切り、冬の日ざしを入れる。

っ
て
出
て
き
ま
す
。
中
台
な
物
質

は
避
け
る
に
ご
レ
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
雑
草
と
呼
ば
れ
る
植
物

だ
っ
て
雨
水
を
吸
収
レ
、
空
気
を

浄
化
レ
て
い
ま
す
。
公
園
は
レ
ン

ガ
や
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
で
覆
い
つ
く

さ
ず
へ
草
の
生
え
だ
野
原
を
再
現

し
た
ら
い
い
の
に
と
思
い
ま
す
。

　
2
年
ば
ど
前
か
ら
、
長
追
労
の

ハ
ヶ
岳
山
ろ
く
に
仲
間
と
山
小
屋

を
造
っ
て
い
ま
す
．
赤
松
林
を
切
り

開
い
て
、
春
か
ら
秋
に
か
け
少
レ

お知らせ・組合新規加入者

●佐藤商店　代表者：佐藤秀夫

　旭区市沢田842－7恰13ア1・7095
　主に鉄を扱っています。

子利用を考える全国大会

緑の地球を子どもたちへ
「いのち・くらし・自然」見つめて…全国から集う市民一行政・事業者の

方々との出会いの場！あなたを待っています。

日時

会場

7月8日（土）11：30～17：00
　　　9日（日）9：00～15：00
名古屋市公会堂（鶴舞公園内）

内容：記念講演「地球はぜ～んぶ僕のもの一釣り人、絵本、子ども
　　　　　　　　自然を語る」村上康成氏（絵本作家）

　　　パネルディスカッション

　　　「どうなるゴミのリサイクルー包装廃棄物新法とリサイクル運動」

　　　分科会（2口目）展示、パフォーマンス

参加資料代：1000円　手話通訳付き（初日）

主催：第9回牛乳パックの再利用を考える全国大会実行委員会
後援：総理府・経済企画庁・環境庁・文部省・厚生省・農林水産省・通商産業

　　　省・自治省・愛知県・名古屋南・国民生活センター・あしたのEヨ本を

　　　創る協会・（財）地球環境財団・（財）日本環境協会（申請中を含む）

お問い合わせ（事務局）：

〒461名古屋市東区徳川2－11引7中部リサイクル運動市民の会内
　　　1壱1052－931－3304　『自xO52－931－0505

●第10回牛乳パックの再利用を考える全国大会（平成8年）神奈川大会開

　催の実行委員会参加のお願い　　　　　　　全国大会呼びかけ人会
　／996年の牛乳パック全国大会は横浜で開催されることが決定していま

す。予てから活動に積極的に携わってきた呼びかけ人達が、今あらため

て広く各部門の方達のご参加とご支援をお願いしたく、実行委員を引き

受けて下さる方を募集しています。

　細かい点についての問い合わせば…

横浜市資源リサイクル事業協同組合・菊地まで　回316～4050
●96年第り0回牛乳パックの再利用を考える全国大会の会場と会期が決っ

　たのでお知らせします。

会場。パシフィコ横浜国際平和会議場　会議センター内
会期・冒96年8月3日住）・4日〔日｝

スブシヨナルツアー・4日旧｝～5日㈲
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横浜ゴミを書える連絡会で

作ったふろしきの柄。循環

を表わす。⑬
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